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果樹農業の役割と試験研究課題

場長　柴田 精治

　果樹農業は、昭和３６年に制定された「農業基本法」のなかで、選択的拡大品目としてうんしゅうみかん等が

選定され、中山間地帯を中心に面積・生産量の拡 大が積極的に図られた。国土の７０％を占める傾斜地の

有効利用と、中山間農業の活性化に果たした果樹産業の役割は大きい。今、新たな農業基本法である「食 

料・農業・農村基本法」が制定・施行されようとしている。その中でも、特に中山間地域の農村集落の維持・活

性化が重点課題となっていることは周知の事であ る。かって本県においても、うんしゅうみかんを中心に、かき、

くり等傾斜地農業の主役をなしてきた品目は多い。しかし、現在は農業の国際化の進展のなかで その座を追

いやられようとしている。今こそ果樹農業が、かっての役割を担う産業として蘇ることが急務と考えられる。

　平成１０年産のうんしゅうみかんは、久しぶりに好調な販売で終始した。これは、高品質と適正な生産量が好

結果をもたらした事は言うまでもないが、さら に、最近の研究でうんしゅうみかんには抗癌成分が含まれ、薬

事効果が高いことが究明され、消費者が見直したことも消費の拡大に大きく貢献したとも言われて いる。

　本県には、すだち、ゆず、やまもも等の特産果樹と、ハウスみかん、なし等のブランド品目もあり、これらを活

かした果樹農業の活性化が望まれている。

　そこで、この様な事項を視野に入れ、試験研究を行うこととしておりますが、さらに、平成１１年度より試験研

究の外部評価制度をスタ－トさせ、広く意見を聞きながら効果的な研究を推進したいと決意しております。

　

今後の試験研究推進の基本課題

１、高品質・安定多収技術の開発

２、先端技術の活用による特産かんきつ作出と選抜育成

３、軽労働・省力生産システムの開発

４、環境保全型果樹栽培技術の確立

５、地域特産果樹の開発育成と生産安定技術の確立

　以上の５項目を基本課題として、平成１１年度は１８課題、７４項目の試験を計画しております。研究成果のよ

り早い普及を考慮し、試験研究の実施は可能な限り現地試験を重点にしてまいりたいと考えておりますので、

関係諸氏の一層の御理解と御協力をお願いいたします。 

 

スダチへの鶏糞堆肥施用

化学科　音井　格

　スダチ、ユズ、ウメは果実の外観・品質・緑色・香気・酸味が要求される。このような果実を作るためには、肥

効が長い肥料を施用する、夏肥施用割合を高くする等の施肥方法が考えられる。

　鶏糞堆肥は速効性である一方、遅効性でもあり、甘味・果色の赤色を要求される果樹については遅効きに

よる品質低下が心配され、敬遠される。

　一部のスダチ、ユズ、ウメ栽培農家で鶏糞堆肥を施用し、高品質・安定生産をあげている。

　一方、県下の養鶏は多く、ブロイラー飼養羽数は全国第４位である。従って産業廃棄物としての鶏糞の量も

多い。この鶏糞を堆肥にしたものが販売されている が、果樹では使用量が少ない。そこで、スダチを供試し、

鶏糞堆肥（ミマ有機）を用いて試験を行った（第１表）。施用量は窒素成分で県基準量に合わせた。

　試験期間は短いが、目的とする果皮色は鶏糞堆肥全量区で淡緑の割合が低く、濃緑・緑色の割合が高く、

クエン酸含量も高い。鶏糞半量区は、果皮色・クエン 酸含量ともに単肥配合区とほぼ同程度であった。収量

は、鶏糞全量区、半量区ともに樹容積当たりで多く、平成 11年の着花量も多いことから、収量は増加傾向 に

ある。 

　葉の無機成分は鶏糞全量区で窒素・カルシウム含量が増加しつつある。また、鶏糞半量区ではカルシウム

含量が増加しつつある。

　土壌分析では処理間に差は見られなかった。

　雑草の草生量は、鶏糞全量区・半量区ともに単肥配合区よりも多い。

　以上のことより、県施肥基準を全量鶏糞堆肥に置き換えて何ら問題はなく、むしろ果実品質・生産安定に良

い影響を及ぼしている。また、半量鶏糞に置き換えても単肥配合と同等か、やや良い方向にあると考えられる。

　鶏糞は窒素、リン酸、加里、カルシウムを含み、石灰施用の少ない園地ではカルシウムの補給となる。しかし、

加里は土壌中に残り多量連用すると加里過剰になるので連用３年目以降は土壌検定し、検定結果に基づき

鶏糞堆肥施用量を決定することが必要である。

 

ハニーシードレスについて

落葉果樹科　平瀬早苗

　ハニーシードレスは果樹試験場安芸津支場（現カキ・ブドウ支場）で巨峰にコンコード・シードレスを交配して

育成された３倍体ブドウであり、平成３年に命名登録された。

　 樹勢は強く、果房は黄緑色で糖度は高く 18～20度あり、酸含量は 0.3～0.5％と少なく、食味は非常に優れ

ている。熟期はデラウエアよりもやや遅い。 県北分場では８月上旬（満開後７０日）以降になると、酸含量が

1.0％以下になり、糖度も 17になるので、この時期以降収穫することが可能である。熟度が 進むと緑色から黄

緑色に着色し、また食味も濃厚になる。調査は 97年 98年とも満開後 60日から 95日まで行なったが、満開

後 95日でも脱粒、裂果などの 障害はなく、もともと果肉が塊状なので８月下旬まで収穫を延ばすことができる

と考えられる（図１）。このように収穫可能期間が長いので観光農園用としても 利用できると思われる。98年度

は春先に気温が高く開花期が 10日早まったため、酸含量は 97年と比較して 10日程度早く減酸している。

　ハニーシードレスは無核品種だが、自然状態の果房は粗着粒で果粒も小さいので、果粒肥大と着粒促進の

ため、ジベレリン処理が不可欠である。処理時期は満 開後４日から７日までの間に行う（表１）。ジベレリン

100ppm浸積処理により果粒は４～５ｇになり、果房重は整房によっては 300～500 ｇになる。 この品種の特徴

として小粒果がつきやすい。

　10a当たりの収量は 1.5 ｔ程度に調整する。基本的には１新梢あたり１果房とするが、強い新梢には１新梢あ

たり２果房着けることも可能である。

　房作りはＧＡ処理前に花穂を先端から 13～14cm（15～18段）を残し、肩の飛び出た部分は切りつめ、円筒

形に整形する。

　適正着粒数は 300 ｇ程度の果房を目標とするならば 1果房当たり 70～80の着粒である（表２）。また、1果

房 15段から 18段（ 1段 3～4粒）に整房すると密着しない果房を得ることができる。なお、肩落としのみの果

房は小粒果数が多いにも関わらず、1粒重は摘粒した区と同程度であった ことから、開花期の花房長を調整

するだけでもある程度の果房ができると考えられる（表３）。

　病害については晩腐病に弱いとされているが、県北分場では今のところ問題はない。黒とう病に対しては 

巨峰並である。
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